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1. はじめに 

活動背景 

四国のツキノワグマ Ursus thibetanus（以下、クマ）はかつて四国山地に広く生息していたが、現
在は 16 頭から 24 頭と推定される小集団が徳島県・高知県にまたがる剣山系に生息しているに過ぎ
ない。2036 年の絶滅確率は近交弱勢の影響があった場合 62%と極めて危機的状況にあり、その保護
活動の推進が急務である。この問題を解決するためには生物多様性保全や種の保存を担う環境省の
コーディネイトの下、地方自治体や関係機関が連携して速やかに対策を行う必要がある。しかし、
生息地域ではクマに対する社会的受容度は非常に低く、積極的な保護施策を実行することが困難な
状況にある。 

 
これまでに、日本クマネットワーク（JBN）では、2017 年度から 2019年度の 3 年間で独立行政法

人環境再生保全機構地球環境基金の助成を受け、50 年後の生息頭数を 100頭に回復させることを上
位目標とする活動を実施してきた（四国自然史科学研究センター（SINH）および公益財団法人日本
自然保護協会（Nacs-J）と協働して実施）。この活動では、分布の外縁部において新たな生息地が確
認できたものの、従前の知見を覆す結果は得られず、四国のクマが非常に危機的な状況下にあるこ
とが改めて確かめられた。また、クマに対する地域社会の考えの把握、具体的な保全策の検討など、
一定の成果をあげることができた。その中で、クマが安定的に生存するために必要とされる 100 頭
(生物学的受容度)に対して、地域が持つ社会的受容度（地域社会がクマの生息を受容できる程度）は
低く、クマの保護を進める上で非常に大きな課題であることが明らかとなった。社会的受容度が低
い要因として、①偏った情報によるクマへの過剰な恐怖心、②農林業被害の増加への心配、③人間
居住地への出没に対する懸念、④クマの生息が地域の利益につながらないことへの不満の 4 点が挙
げられた。 

 
こうした課題に対応するため、2020 年度から 2022 年度の３年間では、四国で長年ツキノワグマ

の保全活動を続けてきた四国自然史科学研究センターが独立行政法人環境再生保全機構地球環境基
金の助成を受け、JBNおよび Nacs-Jと協働を継続しつつ、民間団体の強みを活かした地域密着の普
及啓発活動を実施した。 

 

活動目的 

「地域もクマも守る－四国の社会イノベーションプロジェクト－」と題した本活動では、地域と
クマが共生する循環型共生社会の実現を目指して、その土台を構築するために、クマの生息状況や
生態に関する正しい情報の発信により地域の不安の軽減を図った。さらに、人口減少が進む中山間
地域において、クマ生息が地域にとって価値あることと認識してもらうために、地域とクマの保全
を結び付ける市場の開拓を行った。 
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活動内容 

1.） 地域との対話： 
クマに関する正しい生態情報を共有し、クマへの過剰な恐怖心の低減を目指す。同時に、クマ
の主要な生息地である徳島県那賀町の木頭地区に活動の拠点を開設し、地域との円滑なコミュ
ニケーションを図り、クマに対する地域の考え方や課題に関する情報を得る。 
 

2.） 軋轢の予防措置： 
当地域ではクマによるニホンミツバチの養蜂箱への被害が度々発生しており、養蜂家のみならず地
域住民の不安を生んでいる。養蜂被害を経験した養蜂家に対して、防除効果が高い電気柵の設置・運
用の技術的支援を行うとともに被害防除の意識を定着させ、軋轢の未然防止により地域の不安を解
消する。 
 

3.） 保護区拡大の推進： 
2019 年度までに新たに生息が確認された地域を対象として、詳細かつ継続的な調査を実施し、
当該地域の利用個体を把握する。また、当該地域において、保護区（鳥獣保護区、保護林、緑の
回廊、等々）の指定に向けて管轄機関との情報共有を行い、クマの生息地の保全を推進し、住宅
地などへの出没が発生しにくい環境構築を行う。 
 

4.） 地域の利益： 
クマの保全に寄与する製品の開発と、クマが住む森に着目した観光市場（エコツアー等）を地
元企業や地元住民と協働で企画開発し、生息地域と外部の交流人口を増加させるための「モノ」
や「場」を創出し、経済的・文化的な利益を地域にもたらす。街づくり・地域振興に関連する担
当部局や個人、団体と「クマの価値化」に関する情報共有を行い、協力・連携体制を構築する。 

 
以上の 4 つの活動により、四国におけるクマの社会的価値を新たに構築し、地域の受容度がクマ

との共存が可能なレベルまで高め、今後の具体的な保護施策の実現に繋がることを強く期待する。 
  



 

3 
 

 
 

 
図 1-1．本活動のロジックモデル  
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2. 地域に密着した普及啓発活動 
四国では地域とクマとの関係性は極めて希薄となり、クマの存在に関心を持つ機会は限られてい

る。近年の本州・北海道では度重なるクマ類の市街地出没や人身被害の発生が社会問題化し、クマ
は人を襲う危険な存在であるというという認識が広く普及しており、四国でもクマの生息を不安に
感じる地域住民が多い。そこで、クマの生息域おびその周辺部において、無関心層を含むより多く
の地域住民に四国のツキノワグマの危機的な現状を知っていただくこと、具体的な生息範囲や一般
生態（クマの雑食性や体サイズ、トラブル回避の方法など）等を正しく理解していただき、日常生活
におけるクマへの過度な不安を軽減することを目標に、さまざまな媒体をつうじた普及啓発を行っ
た。四国山地は全国的に高い人工林率を有し、放置人工林に対する懸念やその課題解決の必要性が
広く認識されている。四国のクマの存続のためには放置人工林に対する取り組みが必要であること
を踏まえ、多種多様な生物の生息を支える自然林の重要性や豊かな森林生態系とクマの関係性を伝
え、クマの生息地保全がより広義の意味で四国の自然環境保全に繋がる可能性を強調した。 
 

３年間で実施した情報発信の概要 

 地域の集まりでツキノワグマについての情報交流 9 回 
 地域のイベント等で四国のツキノワグマ情報ブースを出展 16回 
 四国のツキノワグマの現状をまとめたパネル 5 種類を制作、クマの生息地周辺の 9 施設で常設展
示 

 「しこくまニュースレター」を那賀町内の約 3,700 世帯に配布 4 回 
 活動報告冊子 6,000部を生息地域内外の 40 施設以上に配布 
 四国のツキノワグマ専用のホームページを制作・公開（https://islandbearproject.org/） 
 ドキュメンタリー映像「熊と人四国の森に生きる」（制作:宍戸大裕監督）を那賀町ケーブルテレ
ビで 16回放送。その他に全国 19地域のケーブルテレビ局で、のべ 253 回放送 

 オンラインシンポジウム開催 2回 
 那賀町立木頭小学校における「ふるさと学習」で四国のツキノワグマ保全に関する学習を支援 
 新聞掲載 18 回（徳島新聞 10、高知新聞 2 回、朝日新聞 4 回、読売新聞 1 回、こども高知新聞 1
回、朝日小学生新聞 1 回）。テレビに放送 3 回（NHK 高知 2 回、四国放送 1回）。 
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2.1. 地域住民との情報交流会 
地域の集まりに参加し、生息地域の住民にクマの生態や四国での生息状況を伝える機会を設けた。

当初は、集落単位で定期的に行われる地区集会等に出向き、座談会形式による情報交流を予定して
いたが、コロナ禍の影響によりほとんどの地域活動が止まってしまった。代替策として、植樹活動
や観光イベントなどへの参加を通じて地域住民との情報交流を行った。 

 
表 2-1-1．情報交流会の実施状況 
実施年度 市町村 実施場所 対象 
2020 年 徳島県那賀町木頭地区 未来コンビニ クマに関する意見交換会 

徳島県那賀町木頭地区 木頭文化会館 山櫻プロジェクト参加者 
2021 年 高知県香美市 みやびの丘 香美市エコクラブ参加者 

徳島県那賀町木頭地区 木頭文化会館 山櫻プロジェクト参加者 
徳島県那賀町木沢地区 木沢ゲストハウス 昼食会イベント参加者 

2022 年 高知県香美市 みやびの丘 香美市エコクラブ参加者 
徳島県那賀町木頭地区 木頭文化会館 山櫻プロジェクト参加者 
徳島県那賀町木頭地区 木頭文化会館 木頭クマ祭り参加者 
徳島県那賀町木頭地区 木頭小学校 ふるさと学習（5,6 年生） 
徳島県那賀町木頭地区 おららの炭小屋 炭焼き作業参加者 
徳島県つるぎ町 ラ・フォーレつるぎ山 Tsurugi Local Experience参加者 

 

  
情報交流会 木頭文化会館 
（2020年 11 月 29 日） 

情報交流会 みやびの丘 
（2021年 5 月 9 日） 
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2.2. 普及啓発ブースの出展 
一般人が多数集まる地域のイベント等に参加し、普及啓発ブースを出展した。クマの生息を知ら

ない無関心層に向けて情報を発信することを目的に、四国のツキノワグマの生息状況や生態、保全
活動についての情報を盛り込んだパネルの展示や、実物のクマの毛皮、頭骨等を詰め込んだベア・
トランクキットを併せて展示することで、多く来場者の関心を得ることができた。クマの生息や生
態を知らない方々は多く、四国のクマの現状を多くの方々に伝えることができた。 
 
表 2-2-1．普及啓発ブースの出展状況 
実施年度 市町村 イベント会場 出展日 

2020 年 高知県香美市 香美市狩猟フォーラム 10 月 4日 
徳島県神山町 岳人の森 11 月 15日 
徳島県那賀町 奥槍戸山の家 11 月 22日 
徳島県美馬市 ミマデキャンプ 11 月 7, 8 日 

2021 年 徳島県那賀町 奥槍戸山の家 5 月 9日 
徳島県那賀町 奥槍戸山の家 10 月 30, 31日 
徳島県つるぎ町 TsurugiLocal Experience 11 月 13日 
徳島県つるぎ町 貞光道の駅ゆうゆう館 2 月 20日 
徳島県徳島市 森の案内人ネットワーク 1 月 15日 

2022 年 徳島県那賀町 奥槍戸山の家 5 月 8日 
徳島県那賀町 木頭小学校ふるさと学習 7 月 12日 
高知県南国市 海洋堂 Space Factory なんこく 8 月 6～9 月 25 日 
高知県高知市 高知県狩猟フェスタ 12 月 4日 
徳島県那賀町 木頭クマ祭り 12 月 10日 
香川県まんのう町 Omusubi Hike山小屋開き 12 月 17日 

 

  
徳島県美馬市 ミマデキャンプ 

（2020年 11 月 7, 8 日） 
徳島県つるぎ町 Tsurugi Local Experience 

（2021年 11 月 13 日） 
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2.3. 普及啓発パネルの制作と施設展示 
四国のクマの現状について、「概要編」、「生態編」、「調査・活動編」、「人との関わり編」、「軋轢防

止編」の 5 つのテーマに分けて、それぞれを A1 サイズの情報パネルに集約した。パネルは計 15 セ
ット制作し、生息地域内外の観光施設および自然関連の 11 施設に設置いただくことができた。この
うち 9施設では継続的に設置いただいている。また、パネルは「2.2 普及啓発ブースの出展」の際に
も活用した。 
 
表 2-3-1．パネル展示協力施設一覧 

市町村 施設名 備考 
徳島県那賀町木頭地区 木頭図書館 町立図書館 
徳島県那賀町木頭地区 未来コンビニ コンビニ 
徳島県那賀町木頭地区 高ノ瀬峡レストハウス平の里 飲食施設、地域のお土産販売 
徳島県那賀町木沢地区 奥槍戸山の家 飲食施設、山の施設 
徳島県三好市 剣山自然情報センター 展示施設 
徳島県神山町 岳人の森 飲食・宿泊施設、山の施設 
徳島県つるぎ町 ラフォーレつるぎ山 飲食・宿泊施設、山の施設 
徳島県美馬市 剣山頂上ヒュッテ 飲食・宿泊施設、山の施設 
愛媛県松山市 古涌園 宿泊施設、観光施設 
香川県坂出市 五色台ビジターセンター 展示施設 
高知県佐川町 くぼたこどもクリニックギャ

ラリー 
アートギャラリー 

 
 

  
徳島県那賀町木沢地区 奥槍戸山の家 徳島県那賀町木頭地区 木頭図書館 
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普及啓発パネル（概要編） 
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普及啓発パネル（人との関わり編） 
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普及啓発パネル（調査・活動編） 
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普及啓発パネル（生態情報編） 
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普及啓発パネル（軋轢防止編）  
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2.4. 映像を活用した普及啓発 
 
映像作家の宍戸大祐監督に 2020 年から四国のクマの保全活動の現場に密着いただき、約 30 分の

ドキュメンタリー映像「熊と人 四国の森に生きる」が制作された。映像は 2021 年に開催したオン
ラインシンポジウムにて初公開され、2022 年 7 月には那賀町のケーブルテレビにおいて計 16 回放
送された。また、徳島県内ケーブルテレビ局の共通チャンネル「ケーブル 12」では 8月中に計 10 回
放送されたほか、国内のケーブルテレビネットワークを通じて全国 19 地域のケーブルテレビ局で、
のべ 253 回放送された。何気なくテレビをつけていた人が四国のクマ保全の取り組みを知ってくれ
る機会となったのではないかと感じている。 
 
 

  
映像制作に取り組む宍戸大裕監督 「クマと人」がテレビで放送される様子 
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表 2-4-1．ケーブルテレビ放送局の一覧 
放送エリア 局名 放送期間 回数 

四
国
地
域 

徳島県那賀町 那賀町ケーブルテレビ 7/1～30 16 
徳島県全域 徳島県ケーブルネットワーク機構 8/9～8/26 10 
高知県高知市 高知ケーブルテレビ 11/1～12/31 25 
香川県観音寺市 三豊ケーブルテレビ 8/1～8/31 4 
愛媛県今治市 今治ＣＡＴＶ 7/3～31 5 
愛媛県西予市 西予ＣＡＴＶ 7/7～7/26 10 
愛媛県上島町 上島町 CATV 7/7, 10, 11 11 

四
国
地
域
外 

山梨県南アルプス市 峡西 CATV 7/1～7/8 24 
茨城県日立市 ケーブルテレビ JWAY 7/2~10 9 
埼玉県行田市 行田ケーブルテレビ 7/9～ 6 
富山県滑川市 ケーブルテレビＮｅｔ３（TAM） 7/16~22 14 
兵庫県養父市 養父市ケーブルテレビ 7/23 ～ 29 、

8/20～2 14 

埼玉県飯能市 
日高市の一部 

飯能日高テレビ 7/23～29 7 

宮城県塩釜市 宮城ケーブルテレビ株式会社 
（マリネット） 

8 月~12月 25 

長野県飯山市 
新潟県妙高市の一部 

ケーブルテレビ iネット飯山 8/7~8/10 5 

島根県松江市 やすぎどじょっこテレビ 
（山陰ケーブルビジョン） 

8/17～9/1 18 

岡山県真庭市 真庭いきいきテレビ 9/1～9/30 30 
長崎県大村市 おおむらケーブルテレビ 10/24～10/31 13 
兵庫県神河町 神河町ケーブルテレビネットワーク 11/5～11 7 
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2.5. チラシ・冊子の配布 
本活動の概要を紹介するリーフレットを制作し、6,000 部を生息地域内外の 40 施設以上に配布し

た。また、、徳島県那賀町の協力により那賀町広報誌「広報なか」にチラシ「しこくまニュースレタ
ー」を織り込ませていただき、那賀町内の約 3,700 世帯に 4回配布を行った。 

 

 
リーフレット（クロス 16頁折り A4サイズ） 2021 年 3月発行 
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「しこくまニュースレター No.1」表面（上）・裏面（下） 2021年 2 月発行  
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「しこくまニュースレター No.2」表面（上）・裏面（下） 2021年 3 月発行 
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「しこくまニュースレター No.3」表面（上）・裏面（下） 2021年 7 月発行 
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「しこくまニュースレター No.4」表面（上）・裏面（下） 2022年 3 月発行  
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2.6. ホームページの作成 
四国のクマの現状や生態についてより簡易的かつ網羅的に知ることができる専用ホームページを

作成した。ホームページでは四国のクマの現状に関する情報を集約するとともに、四国がツキノワ
グマが生息する最も小さい島であることに因んで「Save the Island Bear プロジェクト」と名付けた
四国のクマ保全に関する SINH、Nacs-J、JBNの三者協働の取り組み内容など、四国のクマに関する
情報を集約した。今後、情報発信を効率的に行うためのプラットフォームとして活用していく。 
 

ホームページに盛り込んだ項目 

 プロジェクト概要 
 クマってどんな動物？ 
 ツキノワグマの生態 
 四国のツキノワグマは ISLAND BEAR 
 生息状況 
 絶滅の危機の理由 
 保全の取り組み 
 クマとの共生、クマとのトラブルを回避するために 
 活動内容（活動概要と各活動の進捗報告） 
 Island Bear Friendly（地域との連携活動について） 
 ライブラリー 
 

 
ホームページ トップ画  

ホームページURL 
https://islandbearproject.org 

 

https://islandbearproject.org/
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2.7. シンポジウム開催 

オンラインシンポジウム「”四国のチベット”木頭より～クマと歩む地域のミライを考える」 

開催日時：2021 年 12 月 12 日（日）13:00～15:30 
開催形式：Youtubeライブ配信によるオンライン開催 
（https://www.youtube.com/watch?v=Yd-Cr1TwT4U） 
主催：四国自然史科学研究センター 
共催：那賀町立木頭図書館、日本自然保護協会、日本クマネットワーク 
撮影・ライブ配信：Kito Creatives 
参加者数： 136 名/アカウント（ライブ配信中の最大同時視聴者数） 
 
■広報 
・「広報なか」11 月、12月号 
・各団体の SNS、HP、ニュースレター等 
・高知新聞（12/8 に開催告知掲載） 
・徳島新聞（12/11に開催告知掲載） 
 
■当日のプログラム 
１）短編ドキュメンタリー映像 
「熊と人 四国の森に生きる」（製作：宍戸大裕） 
・ツキノワグマとの共生 映像制作を通じて 宍戸大裕 
２）講演 
「四国のツキノワグマ保全プロジェクトと連携の拡がり」 安藤喬平（SINH） 
「自然を活かした地域づくりの可能性」 出島誠一（Nacs-J） 
３）木頭からの話題提供 
・西田靖人（株式会社Wood Head） 
・平川さやか（木頭図書館） 
・植木弥生（未来コンビニ） 
４）意見交換 「“クマを守る”＝“地域を守る”につなげるには？」 
進行：佐藤喜和（酪農学園大学） 
パネラー：宍戸大裕、安藤喬平、出島誠一、西田靖人、平川さやか、植木弥生 
  

https://www.youtube.com/watch?v=Yd-Cr1TwT4U
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シンポジウムは映像作家の宍戸大裕氏制作のドキュメンタリー映像「熊と人 四国の森に生き
る」（約 30分）の上映からスタートした。我々の日々の活動や地域住民の考えなどを丁寧に記録し
ていただき、文字による情報発信では表現しきれない現地の状況を感じていただける内容であっ
た。その後、SINH の安藤からプロジェクトの活動概要と地域連携の拡がりについて報告し、
Nacs-Jの出島氏からは群馬県みなかみ町の「赤谷プロジェクト」の事例等から、生態系の保全・管
理・再生で地域課題を解決する「自然を基盤とする解決策（NbS：Nature-based Solutions）」の紹
介、四国のツキノワグマを活かした地域づくりの可能性について言及した。 
後半の部では平川氏（木頭図書館）、松本氏（株式会社Wood Head）、西田氏（山櫻プロジェク
ト）、植木氏（未来コンビニ）の 4名が登壇し、それぞれの木頭での活動内容と当プロジェクトと
の連携内容を紹介した。意見交換の部では、JBN代表の佐藤氏の進行のもと「“クマを守る”＝“地
域を守る”につなげるには？」をテーマに、木頭の方々のクマへの考え方、保全への理解を得るた
めの方法、教育への関わり方、保全を地域づくりにステップアップさせるためのアイディア等につ
いて、今後の活動のヒントとなる様々な意見が出された。 
 

 
 

ライブ配信の様子 映像を制作いただいた宍戸大裕監督 

 
 

意見交換の様子 シンポジウム運営スタッフの集合写真 
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木頭クマ祭り 2022～四国にはのこり 20 頭！絶滅にあるツキノワグマを知ろう！」 

開催日時：2022 年 12 月 10 日（土） 10:00～16:00 
開催場所：那賀町木頭文化会館（徳島県那賀郡那賀町木頭和無田字マツギ 40 番） 
共催：四国自然史科学研究センター、木頭図書館、日本自然保護協会、日本クマネットワーク 
後援：那賀町 
参加費：無料 
事前申込：なし 
参加者数：300 名以上 
 
■広報 
・「広報なか」11 月、12月号 
・各団体の SNS、HP、ニュースレター等 
・開催チラシ（那賀町全戸配布、四国全域の公共施設等） 
・NHK 徳島ラジオ 
・徳島新聞（12/8 に開催告知掲載） 
・四国放送「ゴジカル！」（12/6に開催告知掲載） 
 

  
野外スペースの様子 Wood Head の木工製品販売 

  
ツキノワグマ調査体験コーナー 実物大ツキノワグマの展示 
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■開催内容 
・シンポジウム 
次ページに記載 
 
・ツキノワグマ情報ブース 
四国のクマ保全プロジェクトへの理解を広めるためのパネルや写真を展示した。実物のクマの毛皮
や頭骨の他に、地元住民が収集した剣山系に生息する野生動物の毛皮・頭骨も併せて展示した。 
 
・ツキノワグマ調査体験コーナー 
ツキノワグマ調査に使用するカメラトラップやバレルトラップ（捕獲檻）を展示した。来場者は捕
獲檻を担いだり、捕獲調査の工程を疑似的に体験できたり、普段の生活では知ることがないであろ
う野生動物調査の一部に触れてもらうコーナーとした。 
 
・ドキュメンタリー映像上映 
宍戸大裕氏が制作された「熊と人 四国の森に生きる」（約 30 分）の上映を行った。 
 
・抽選会 
株式会社 Wood Head による木頭杉を使った木工製品、当プロジェクトで作成した T シャツや帽子
などを景品にした抽選会を実施した。16:00 の閉会に合わせて実施したが、50 名以上が参加し、ク
マ祭りの中で最も盛り上がった内容だったかもしれない。 
 
・出店ブース 
野外の出店ブースでは、当活動の中で普及啓発パネルの展示や商品の開発などで連携している山の
施設の方々を中心に徳島県内の 6 店舗に出展いただいた。全体の売上金額は 43 万円以上であった。 
 
表 2-7-1．出店者情報 

出店者 出展内容 
奥槍戸山の家（那賀町木沢） 特製スパイスカレー 
岳人の森（神山町） すだち鶏天うどん 
剣山頂上ヒュッテ／Paddle Brew（美馬市） クラフトビール、剣山オリジナルグッズ、 
Wood Head／山櫻プロジェクト（那賀町木頭） 木頭杉の木工製品 
きとうむら（那賀町木頭） 木頭ゆず加工品等、木頭の特産品 
卯建珈琲焙煎室（美馬市脇町） コーヒー 
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公開シンポジウム 保全と地域の暮らしの両立を目指して -木頭から始まるクマ保全のカタチ- 

開催日時：2022 年 12 月 10 日（土） 13:00～16:00 
開催場所：ハイブリット形式（オンライン＋木頭文化会館 2 階大会議室） 
共催：四国自然史科学研究センター、木頭図書館、日本自然保護協会、日本クマネットワーク 
後援：那賀町 
撮影・ライブ配信：Kito Creatives 
参加費：無料 
事前申込：あり 
参加者数：現地参加 104 名＋オンライン参加 66 名/アカウント（ライブ配信中の最大同時視聴者数） 
 
■当日のプログラム 
１．四国のツキノワグマ保全プロジェクト 安藤喬平（（特非）四国自然史科学研究センター） 
２．＜基調講演＞ モンベル ７つのミッション 辰野勇（株式会社モンベル） 
３．環境省の取り組み 大磯寿雄（環境省中国四国地方環境事務所） 
４．林野庁の取り組み 藤原淳一（四国森林管理局） 
５．木頭図書館の取り組み 西田靖人（株式会社Wood Head） 
６．保護活動のキャンペーンと全国からの反応 出島誠一（（公財）日本自然保護協会） 
７．徳島県知事よりご挨拶 飯泉嘉門（徳島県） 
８．那賀町・徳島大学の連携状況について 森田椋也（徳島大学） 
９．木頭の人と自然 玄番隆行（（一社）イコールラボ） 
10．総合討論 「地域の暮らしとクマの保全の両立を目指して」 

ファシリテーター：佐藤喜和（JBN/酪農学園大学） 
パネリスト：辰野勇、安藤喬平、西田靖人、出島誠一、森田椋也、玄番隆行 
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シンポジウムでは株式会社モンベルの会長の辰野氏の基調講演、四国のツキノワグマの保全に関
わる 5 機関（SINH、環境省、四国森林管理局、木頭図書館、Nacs-J）の取り組みについての講
演、飯泉知事からのご挨拶など、盛りだくさんの講演内容であった。また、木頭地区の地域振興に
携わる森田椋也氏（徳島大学）と玄番隆行氏（（一社）イコールラボ）から話題提供をいただいた
後、「地域の暮らしとクマの保全の両立を目指して」をテーマに総合討論を行った。 
総合討論では JBN 代表の佐藤氏が進行役を務めた。木頭図書館の指定管理を受けるWood Head

の西田氏からは、クマ祭りを目的にこれだけ多くの人が木頭まで来てくれたことへの驚きと熱い感
謝の気持ちが述べられた。玄番氏からは過疎高齢化が深刻化する木頭で、地域の暮らしとクマの保
全を両立するためには、クマの保全だけを第一に考えるのではなく、住民それぞれが幸せに暮らす
ことができる社会的な基盤があってこそクマへの余裕ができるのだろうと述べられた。辰野氏から
は、さりげなくアイランドベアと言っているが、これは世界的にみて凄いことだとしたうえで、一
方で全国への発信が十分でない点を課題に挙げ、モンベルの 110 万人の会員に協力を仰いで発信を
していきたいといったご提案をいただいた。また、養蜂被害防除活動とハチミツの活用に触れ、ビ
ジネスの視点からはハチミツとクマのストーリーは非常にブランド化しやすく、ただクマがいるだ
けでこのような展開を望める地域は他にない。しかし、こうした動きには行政の支援は欠かせない
ため、クマ祭りで終わらせずに、環境省や林野庁、県、町が本気になって取り組んでもらいたいと
いうコメントをいただいた。飯泉知事からは、前述の辰野氏のコメントを受ける形で、ツキノワグ
マをエコツーリズムの象徴にしていける可能性に理解を示され、行政として国、県、市町村がしっ
かりと連携することで一つの成功事例に導くことが可能だろうと述べられた。 
 

  
シンポジウムの様子 辰野氏の基調講演 
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2.8. メディア報道 
活動期間の 3 年間で、当活動に関するテレビや新聞等による報道を 22 件確認した。2017 年から

2019年の 3年間では報道回数が 7件であったのに対し、直近の 3年間では報道回数が顕著に増加し
た。特に、徳島新聞では 11 回の報道がなされ、地域への情報発信に大きく寄与したと考えられる。 
 
表 2-8-1．当活動に関するメディア報道一覧 

発行日 報道機関 記事タイトル 
2020 年 10月 1日 徳島新聞 ツキノワグマ保護支援 箸の売り上げ一部寄付 
2021 年 3月 5日 徳島新聞 なりわいも自然も 「持続」から「再生」へ 
2021 年 3月 6日 徳島新聞 四国推定生息 16～24頭 「絶滅」時間との闘い 
2021 年 3月 7日 徳島新聞 保護策強化 「共生」占う試金石 
2021 年 3月 25日 朝日新聞（夕刊） 共存を模索 目標は 100 頭 
2021 年 4月 26日 朝日小学生新聞 四国にクマがいなくなる！？ 
2021 年 6月 11日 高知新聞 四国のツキノワグマ紹介 写真やパネル、アート作品も 佐

川町 
2021 年 7月 7日 読売新聞 四国のツキノワグマ写真 坂出 生息状況など紹介 
2021年 11月 26日 こども高知新聞 剣山の周辺 約 20 頭だけ 
2021年 12月 11日 徳島新聞 ツキノワグマ保全考える 12 日シンポ、木頭の活動紹介 
2021年 12月 14日 徳島新聞 ツキノワグマの保全訴え 那賀でシンポ 個体数減の現状

報告 
2022 年 4月 20日 朝日新聞 四国のクマ、「絶滅」回避するには… Z 世代が考えた

SDGs 
2022 年 5月 9日 NHK 高知 絶滅のおそれがある四国のツキノワグマ 高知県などで繁

殖確認 
2022 年 5月 24日 高知新聞 四国のクマ 命つなぐ 
2022 年 8月 25日 高知新聞 学ぼうツキノワグマ 南国市海洋堂ＳＦで剥製、調査結果

を展示 
2022 年 8月 6日 徳島新聞 危ぶまれる絶滅 安息の地はどこに 
2022 年 9月 5日 NHK 高知 絶滅のおそれ 四国のツキノワグマ紹介する企画展 
2022年 10月 17日 朝日新聞 「幻のクマ」痕跡を追って 剣山周辺でひっそり、共生考

える 
2022年 11月 17日 徳島新聞 ツキノワグマ生息域拡大か 外縁部三好・黒笠山で確認 
2022 年 12月 6日 四国放送 外国人クリエイターが見た徳島 ツキノワグマの保護活動 
2022 年 12月 8日 徳島新聞 10 日に初の「木頭クマ祭り」 ツキノワグマの保全呼び掛

け 
2022 年 12月 11 徳島新聞 ツキノワグマ保全訴え 那賀でシンポや展示 
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3. 軋轢の予防措置 電気柵を用いた養蜂被害防除 
四国のクマの生息地では、林道沿いには多数のミツドウ（ニホンミツバチを飼養する木製の箱も

しくは筒）が設置されている。特に、クマの生息地内の林道に置かれるミツドウは、クマに襲われ中
に蓄えられたミツバチの巣が食べられてしまう養蜂被害が度々発生し、養蜂家のみならず地域住民
の不安を生んでいる。本活動では、徳島県那賀町木頭地区の養蜂被害の状況を把握し、養蜂被害に
対する効果が高い防除策である電気柵の将来的な普及を見据えて、被害を受ける養蜂家に電気柵の
導入を提案し、設置および運用の面で技術的な支援を行った。 

 

3.1. ミツドウの設置状況調査 
クマによる養蜂被害を把握するために、那賀町木頭地区でクマの生息域と重複するエリアで養蜂

を行う 3名の養蜂家に被害状況について聞き取りを行った。2019 年には 3名がクマによるものと思
われるミツドウ被害を受けており、それぞれ 5 個、3 個、2 個の被害であった。一方で、翌年以降、
2020 年および 2021 年には養蜂被害は確認されなかった。剣山系一帯では 2020 年以降、ニホンミツ
バチの生息数が壊滅的に減少したことに伴い、木頭地区でもミツドウにミツバチが営巣する数も急
激に減少した。ミツバチが減少した原因は不明ではあるが、聞き取りによると感染性のアカリンダ
ニという寄生ダニの蔓延が原因だと言う養蜂家が多い。 

 
また、那賀町の木頭地区および木沢地区におけるミツドウの設置数およびミツバチの営巣状況に

ついて調査した。ミツドウは道沿いの平坦な斜面や法面を利用して設置されることが一般的である
ため、公道および林道を車両により低速で走行し、車両から目視できる範囲でミツドウの設置場所
とそれぞれの営巣の有無について記録した。2020 年及び 2021 年の調査の結果、311 個のミツドウ
が確認された。そのうち、営巣が確認されたミツドウは 15 個のみであった。 

 

道脇に設置されるミツドウ 
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図 3-1-1．クマの生息分布とミツドウ設置個所 
 

 
図 3-1-2．ミツドウの営巣状況（2020 年および 2021 年調査の結果） 

※黒丸は営巣が確認されなかったミツドウ、赤丸は営巣が確認されたミツドウ  
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3.2. 被害防除活動の実施 
前述の那賀町木頭地区の養蜂家 3名と電気柵を用いた被害防除作業を実施した。2021 年には 3名

と計 4 カ所、2021 年には 1 名と 1 カ所、2022 年に 2021年と同一カ所において、ミツドウの周囲に
電気柵の設置を行った。電牧機にはファームエイジ製のパワーボックス AN90S（単一電池 4 本で約
20 日駆動）を使用し、電気柵設置後はクマの訪問の有無と効果検証のために周辺にセンサーカメラ
を 1台ずつ設置した。電牧器の電池はメーカが推奨している約 20 日に 1回の間隔で交換し、週に数
回の間隔で協力者が電気柵の電圧点検と下草の管理、養蜂箱の点検等の見回りを行った。 

2020年に電気柵の設置を行った 4カ所のうち、1カ所でツキノワグマの訪問が確認された（表 3-
2-1：No.3）。ツキノワグマが電気柵の脇を横切る姿をとらえ、柵内への侵入は確認されなかった。
この地点では、電気柵の設置日（8 月 20 日）以前にミツドウの周囲でツキノワグマの痕跡が発見さ
れたことから、急遽養蜂家により電気柵の利用が要望され設置した地点であった。クマは振り替え
し同地点を訪問していたようだが電気柵設置の翌日（8 月 21 日）以降は確認が途絶えた。 

2021年以降は、前述の通り、ニホンミツバチが極端に減少し、被害防除を必要とするエリアに設
置されたミツドウは 1カ所のみとなった。 
 
表 3-2-1．防除活動の実施状況  

No. 設置場所 設置日 撤去日 クマの訪問 
1 木頭北川 高ノ瀬 2020年 6 月 27 日 2020年 9 月 1日 確認なし 
2 木頭北川 久井谷 2020年 7 月 29 日 2020年 9 月 14 日 確認なし 
3 木頭折宇 栃谷 2020年 8 月 20 日 2020年 9 月 17 日 8 月 21 日 被害なし 
4 木頭折宇 南川 2020年 9 月 20 日 2020年 11月 11日 確認なし 
5 木頭折宇 南川 2021年 6 月 25 日 2020年 11月 5 日 確認なし 
6 木頭折宇 南川 2020年 9 月 20 日 2020年 11月 11日 確認なし 

 

 
No.3 地点で撮影されたツキノワグマ 
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電気柵に設置したセンサーカメラ（No.1地点） 電気柵を設置する様子（No.1 地点） 
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4. 生息状況のモニタリング調査 
2017 年度から 2019年度にかけて JBNが調査主体として実施した生息実態調査（以下、過去調査）

により、2017 年以前までに明らかにされていた生息地域（生息中心地域）の外縁部において新たに
ツキノワグマの生息が確認された。しかし、これらの地域が恒常的な生息地なのか、あるいは季節
的な生息地なのかは明らかにはされていない。本調査では当該地域における生息の恒常性を把握す
ることを目的に、継続的なカメラトラップ調査を実施した。 
 

調査方法 

過去調査で新たに生息確認された生息地外縁部（図 4-1：黄色斜線メッシュ）の調査地点を中心に
カメラトラップを継続設置した。2020 年度は 16 地域に 45 台のセンサーカメラ（1 地域につき 2～
3 台）を 4月からの約 9ヶ月間、2021 年度は 19地域に 49 台のセンサーカメラを 4 月からの約 8 ヶ
月間、2022年度は 2021年 11 月から 19 地域 49台のセンサーカメラを継続設置して約 13ヶ月間に
わたり調査を行った。 

 
設置するカメラトラップは、動画撮影が可能な自動撮影カメラ（Bushenell 社の TrophycamHD、

CORE または Prime、LTL Acorn 社の LTL-Acorn6310W MARIFセレクト）を使用し、1 撮影当たり 30
秒の動画を記録した。設置地点では、個体識別の際の重要な情報である胸部斑紋が撮影されるよう
に木材等を利用して誘引餌（純粋ハチミツと赤ワインをの混合物）を設置した。撮影されたクマは、
胸部斑紋等の特徴や、本活動とは別の業務においてクマに装着された標識（イヤタグや GPS 首輪）
の有無などから個体識別を行った。なお、過去に学術捕獲の経験がある個体および胸部斑紋の特徴
により個体識別が可能な個体には個体 ID を付与した。 

 
 

  
立木を利用して地面と水平に設置した木材の 
中央部に誘引餌を入れた塩化ビニル管を固定 

ツキノワグマの胸部斑紋が撮影可能な位置に 
センサーカメラを設置 
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調査結果および考察 

2020 年から 2022 年の 3 年間でツキノワグマが撮影された調査地点および各調査地点において識
別された頭数の一覧を表 4-1 に示した。2020 年は 9 地域の 15 台のセンサーカメラで 17 頭、2021
年は 8 地域 12 台のセンサーカメラで 13 頭、2022 年は 8 地域 11 台のカメラトラップで 11 頭が確
認され、3年をとおして 12 地域（A～L 地点）において 19頭（幼獣 2 頭を含む）が確認された。 

 
生息地外縁部の調査地点に着目すると、3 年間で A～I の 9 地域で 6 頭が撮影された。特に、生息

地北部の国有林のうち、地点 A、B、C を含む国有林東部のエリアでは、継続的に同一のメス個体
（F1809）およびオス個体（M1809）が撮影された。これらの個体は 2021年と 2022年に地点 Dで
も確認されていることから、現在の生息分布域の北西地域を主に利用する個体であると推測される。
そのほかに、地点 F では同一のオス個体（M220901）が 3年連続で撮影されている。M220901 は生
息中心域（地点 K、L）でも確認されており、生息分布域の東部一帯の地域を広く利用する個体であ
る可能が高い。クマの生息が確認された生息地外縁部の調査地点のうち、E、G、H、I 地点について
は、クマの生息が継続的に確認されたものの、数年に一度の確認頻度であった。 

 
一方で、生息中心地域に設置した J、K、L地点では 3 年間でそれぞれ 11 頭（幼獣 2 頭を含む）、

8 頭、5 頭が確認され、これら 3 地点を合わせた確認頭数は 18 頭（幼獣 2 頭を含む）であった。本
調査で確認された 19頭のうち、ほぼ全ての個体が生息中心地域で確認されたことになる。 

 
以上のことから、生息地北部の地点 A、B、C を含む国有林東部のエリアと地点 F はクマの恒常的

な生息地として機能していると考えられた。ただし、これらの地域を恒常的に利用している個体は
3 頭と少数であり、外縁部のみで確認された個体は 1 頭のみ（F1809）であった。識別された個体の
殆どは生息中心地域で確認されており、外縁部を利用する個体の数は依然として少ない状況である。
今後、これらの土地の管理者等と連携して、新たな分布エリアにおける生息状況を改善するための
方策を協議していく必要がある。例えば、国有林では新たな保護林の設定や緑の回廊の指定、環境
省では国指定剣山山系鳥獣保護区の拡大、民有地であれば自然共生サイト（OECM）の登録を推進す
る等の方法により、生息中心地域と外縁部の連結性を高め個体の移動を促進したり、将来的な生息
環境の質・量を増加させ、より安定的な生息環境のまとまりを創出するなどが考えられる。それに
加えて、今回恒常的な生息が確認された地域の周辺住民に対しては、クマの生息状況と併せて生態
情報を正しく伝え、軋轢の未然防止を図るとともに、当地域における生息地保全に理解と協力を得
ていかなければならない。 
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表 4-1．3年間で生息確認された地点および識別個体の情報 

 
地点 地域名 

最小識別頭数 
識別された個体 

2020 年 2021 年 2022 年 総数 

生
息
地
外
縁
部 

A サガリハゲ山 ― ― 2 2 F1809 
B 霧谷 1 1 1 1 F1809 
C 黒笠山 ― 2 1 2 M1809,F1809 
D 塔丸 ― 1 2 2 M1809,F1809 
E 砥石権現 1 ― ― 1 M170801 
F 上勝町 1 2 1 2 M170801,M220901 
G 六郎山 ― 1 ― 1 2019A 
H 駒瀬越 1 ― ― 1 M170802 
I 大磯の平 1 ― ― 1 識別不可個体 
 小計 4 5 3 6  

生
息
中
心
地
域 

J 中東 10 7 2※ 11 

M0509, F0509, M170802, 
M1809, F200901, 2018A, 

2019C, 2020A, 2020B, 
幼獣①, 幼獣②(母親 F0509) 

K 新九郎 4 3 6 8 
M0509, F120901, M1409, 

M170802, M1809, F200901, 
M220901, 2020A 

L 川成峠 3 3 5 5 
F1008, M170801, M220901, 

2019A, 2021A 
 小計 15 12 10 18  

  合計 17 13 11 19  
※2022 年度のデータは未回収。 
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地点 A で撮影されたM1809個体 

 
地点 Bで撮影された F1809個体 

 
地点 F（上勝町）で撮影されたM220901個体 
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5. 地域の利益の創出 
四国では、クマの生息数が少なくなり、1994 年以降四国全域でクマの狩猟が禁止されたこと等に

より、地域とクマの関係性は非常に疎遠となってる。そうした影響もあり、クマが絶滅しそうとい
う状況に関心をもつ地域住民は少なく、むしろ単に危険な存在と考える人が多い状況となっている。
そのことから、クマの保全のためにはクマが地域の厄介者ではなく、何らかのプラスの存在価値を
持って地域と再び繋がる必要があると考えた。そこで、本活動では地域とクマの関係性を再構築し、
クマの生息地のほとんどの市町村が抱えている深刻な過疎化の問題に対して、クマの保全活動が地
域活性化の糸口となり得る可能性を地域社会と共有することを目指した。 
活動期間の 3 年間で四国のクマに関連する製品が 7 件開発された。一部の製品では、四国のクマ

と人々の共生をテーマにした「Island Bear Friendly」ロゴをデザインに活用していただいた。 
地域の企業や団体との協働により、クマの保全やクマが生息する森林に関連した製品や観光市場

（エコツアー等）の開発することを通じて、この活動に参加した方々がクマの存在価値を再考する
きっかけを提供できるのではないかと考えてている。 

 

 

Island Bear Friendly ロゴ 
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5.1. 地域を含む幅広い事業者と協働で制作する製品 
ツキノワグマと共生するハチミツ 
養蜂被害対策に取り組む那賀町木頭地区の養蜂家が採集したニホンミツバチの蜂蜜（百花蜜）を

約 200 個制作していただき、那賀町の「未来コンビニ」や愛媛県松山市の「道後湯之町 十五万石 
MASARU」で販売された。また、Nacs-J が別途実施した寄付キャンペーンの返礼品としても活用さ
れた。 

 

  
ツキノワグマと共生するハチミツ 「未来コンビニ」での販売風景 

 

株式会社 Wood Head Island Bear Friendly 五稜箸 

那賀町木頭地区の木工製品加工会社である株式会社 Wood Head が制作する「五稜箸」に Island 
Bear Friendly のロゴを刻印して、販売をしていただいている。五稜箸は、地元のブランド杉「木頭
杉」の植林地適正管理の過程で生じるスギの間伐材が有効活用されている。また、木頭杉を使った
木製のしおりも制作・販売していただいた。 

 

  
Island Bear Friendly 五稜箸 しおり 
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奥槍戸山の家 オリジナルステッカー 

剣山の南麓に位置する山の中の飲食店「奥槍戸山の家」のオリジナルステッカーに Island Bear 
Friendly のロゴを刻印していただいた。ツキノワグマの生息中心地域に店を構えるため、ここを訪
れる観光客や地元住民にクマとの事故防止や、共存に関する情報発信を積極的に行っていただいて
いる。 

 

  
奥槍戸山の家 外観 オリジナルステッカー 

 

Kumahama コラボ Tシャツ 

オランダ・ロッテルダム発のアパレルブランド「KUMAHAMA」の協力をいいただき、四国のク
マとのコラボ T シャツを 200 部制作いただいた。T シャツは寄付への返礼品などに活用させていた
だいた。 

 

 
コラボ Tシャツ 
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那賀町木頭図書館 しおり、キーホルダー、トートバッグ 

那賀町木頭地区にある公営の図書館。株式会社Wood Head が指定管理委託を受け運営しており、
四国で唯一のクマが生息する地域にある図書館として、クマの保護と山の保全活動に協力いただい
ている。館内にはクマをモチーフにしたキャラクターを使った様々な製品が並び、クマの保護に関
する情報を積極的に発信している。また、オリジナル商品としてクマをモチーフにしたしおりとキ
ーホルダーをスタンプカードの景品にしているほか、トートバッグの販売も行われている。 

 

  
木頭図書館 エントランス こどもの読書スペース 

  
クマの本棚 トートバッグ デザイン 
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木頭図書館 スタンプカードの案内チラシ 
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5.2. エコツアーの試行 
 
香川県の山岳ガイド Omusubi Hike と連携し、那賀町木頭地区において四国のクマの生息地を案

内するエコツアーを企画した。8 月からツアー実施箇所の視察を繰り返し、10 月 9 日に Omusubi 
Hike主催の「ツキノワグマ痕跡ツアー」を実施した。香川県、徳島県から 2 名の参加があり、クマ
の生息地でクマ剥ぎやクマ棚等の痕跡を観察した。また、木頭地区の Kito Creatives が同行し、当
日のツアーの様子を撮影していただいた。ツアー映像は 12月 6 日に「ゴジカル！」（四国放送）で
放送された。今後、事業化を目指してツアー内容をブラッシュアップしていく予定である。 
 そのほかに、5 月 19 日にツキノワグマの生息地を巡るツアーを試行的に実施した。環境省中国
四国地方環境事務所職員 2 名と香川県のツアーガイド 3名がが同行し、カメラトラップの調査地点
やクマ剥ぎの発生木を案内した。当日の様子は環境省 AR日記にて紹介されている 
 11 月 4 日には、木頭小学校のふるさと学習の一環として、5・6年生の生徒および教員 4名、木
頭図書館スタッフ 3名、国立民族学博物館職員 1名を連れて、クマの生息地を巡るツアーを実施し
た。 
 

 
 

ツアーの様子 10 月 9 日 クマ剥ぎを観察する様子 10 月 9 日 

  
ツアーの様子 11 月 4 日 ツアー開始前のガイダンス 5月 19日 
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